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r![和彦ら:iIi.l財lIi絡の向い般的J)I'J(111 S 十五i十L!JIJ)の生成性J.，JJ'.

市場価格の高い規搭卵 (MS十M+し卵)の生産性向上

東和彦・堀久夫 1.吉本信義2

Productivity Improvement of a High Standard Egg of Market Price 

Kazuhiko HIGASHI. Hisao HORI. r¥Jobyoshi YOSHIMOTO 

キーワード:低タンパク質鍋料、規約卵割合

要約
1史郎後期D、1;:1の)1fJJ.大。liの発生を抑制し、 m絡。li(M S十M十L)の生産割合を高めるため、白色レグホーン磁を供試し、 49-

79;恩給の 111) 、 ~ll タンパク質合法17%銅料に対して、 49週荷台から 6，1巡齢の閥、籾タンパク質主主笠15% 、 65週齢から 79週齢までの{旬、

13%及び49週齢から79)堅議長のIli]、組タンパク賀、合-:rU3%の低タンパク質飼料を給与・した。

1)低タンパク質剣料に切り答えると、卵主主の増大がjIIHlllJされ、対照lRの卵重に対して試験Hまでは2.7g、試験2区で、は4.4gそ

れぞれ有意に小さくなった。

2 )低タンパク質調料に切り詩えると、政I1I;JネがIs;下し、対照i又に比べ試験l区では4.9%、試験2区では10.1%それぞれ有志:

に低くなった c

3 )低タンパク質飼料に切り怒えると、卵重の増大がiJIJfIjりされ、対照註に比べ試験 11主及び試験2区ではfJl絡卵(MS十M十し)

割合はそれぞれ有志:に1%くなったの

4 )経済伎は試験Jlfm¥Jを通じて各試験涯は対!日H乏を下iHlったものの、 ilflJ)I'J r~1 J gJにおいては、 CP15%飼料を給与した試験 11主が

[愛れたc

緒論

産卵期は)llMlitが進むにつれて、卵設が徐々に羽加し、庄司H

後期には似i絡の安いLLサイズ以上の滋大。liを多く生産する c

g;た、鶏卵佃i絡はiFlllJ王子均してMS-Lサイズが最もおI1立で

取引され、 S以下、 LL以上は安くなる。そのため、採卵'ktl

経営では、収益改=(専を図るため、産卵後期の11F!墜を抑制し、

MS-Lサイズのいわゆる規絡卵割合を向上させる鍋主主管現

技術が重嬰となる c

生産波f誌では、産卵rl:J期以降に粗タンパク質(以下CPと

いう)合:lit17-18%の高タンパク質飼料が使用され、必要以

上のタンパク質が給与されており、そのことが卵還を大きく

し、 LU;¥t格以上卵の生産割合が増加することが問題となっ

ているc

一般的に鍋料中のCP含量は藤卵率や卵主主と'&;1妾な関係が

あるといわれている，.。

これまで、低タンパク質鋪料による産卵後期の卵主主i!fJf¥lIJが
試みられている 2. ::;， 1)。福原らは、夜卵後期jにおいて低C

P飼料給与すると、卵重は有意に低 Fするが、価格の高いM、

L卵規格のJui1J[Jさせることにはならなかったと報告している
j) 

そこで、産卵中期以降の飼料ゅのCP含量を15%、13%水

準に設定した低タンパク壁飼料を採卵鶏へ給与し、1'1刊誌側j格

が比較的高い規格卵 (MS+M+L)の生皮割合を高めるこ

とを目的に行なった。

1石川県段林議公社筏う陥没牧土器
2石川県長室林水産自11/1さ議室宣言長
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材料及び方法

ト試験期間

平成16j'f:.5月291:1-王子成17今二1FJ 7日 (31週間)

2.実施場所
石川県議蔵総合センター試験鶏舎

3.試験毘分及び供試鶏

試!毅j主分は表1のとおりで、 3区分とし、期間を通じて

C P17%婦;fSfを給与する区(対照ほ) ，こ対し、 CP15%腕

料の給与‘を49週齢から、 CP13%飼料の給与を65週齢から

開始する!R(試験1区)およびCP13%飼料を49遡儲から

開始する毘(試験2区)とし、供試鶏は49週齢のハイライ

ンローラーを用い各!R22羽の3反復とした。

表 1 試験毘分

試験期間

区分
産卵前期 産卵中期 産卵後期

(l 8~48遜齢) (49~64適齢) (65~79適齢)

対照、区 CP17% CP17% 間左

試験1区 /1 CP15% CP13% 

試験2区 J/ CP13% 問友



江;;.]8~J' 

た

lJi'l'T{(立件iベーにおいて{f.0:X::がiLZめられ、対!!(!I;((二jヒべ試験

11)(が2.7g、ぷ!5主21;(がu 宮それぞ、れ小さくなった

r)i'，~ 1311 II~I ~は件以において千LむJ:'::が I13められ、対!!日 I;{I こ j とべ

試! i 主If;( が3 . 1 z 、 l日1江山I
J自川lrいはriJ1料:斗'11限?宍押{与引i月収l以X:1以iA;:は立 k対や\j、JI川!日引川(日引(け1)(式え心:~(にこl比ヒべ11出ぷ1υ決J式¥!験5検古 1什1;<'.ズベ令が i河立、 山i主21式:が(iI 

日それぞれイL0、に少なくなった

fili] ;j"J 安ょ!とん;ミ{立与 lぇ:おいて{f，む ;f~がJ12 められ、え.J'!!(!/)(: IこJtべ

，IJ¥!段11)(:が0.2g、ぷ1)1721)(:か0.:)gそれぞ、t1r:'，'jくなった

I i Jl I 日~. tl~ (;j'.: ~~t~ {t-センタ -li)fヲi'rNJ;!j'

[ぺ、

].')，¥ 

[]j 

之江(、

2.競格別割合

的対:をJJ1に1)'した

， ü\l\主 11刈立 X，j l 日 11)(:1 こ JtべS~Lサイスカ;)r/I!JI I し、しL~}:l~l 行

外 Ij イスカ :;11Iî~少した また、 Ils\}j長引くは H!!日|式ーに比べS~:\I

サイスが )r;刊行し、 L~別的外サイスが減少した

J:¥ll九JJi'1(:¥IS十:¥1十U ;iiiJ{'iは、 H!!UIベの日付九%に比べぷ

収 2/;(が出 1%、ぷ1)17! 1ベが討1.0%とそれぐ¥{l{i二点に111く

なった

規格別割合(%、会期間)

s ~1:ベ .\1 f. I.i 

11.1¥ 1.:).¥:L 1:2.:).¥ [3，7 ~\ :;.I.Ci.¥ 

，l[ど [.0 :L7 b ::¥1，-1口元()リl()り11
【己ト 1 .~[，;コ iう(' :lS.el、 ;江守( り7ij 

;主~符号悶に有:7J:i査あり(大文字1%、小文字5%水ι

~:l urih-I'i日I!';'.:

引け 日 目 白 5J:]11 

午 〆O.;)，¥a ii!I，(I，¥ ;);J.;)，¥ 108.0.¥ 

7.~ ， 6~\b ぃ:l B ;iiUB 101.0B 

7(1.[ [j lil.l川、¥.).;)(' 101日iう

手q'j:~}fm:これ ;;.]:'iÙ ， 山(Jぐど';-:)れら、 '1 、工 f ド;)(l υ 1)\.1\ ι)

¥b ¥f:[ 

日付与 J¥

Hi.O B日

付パ ¥1うh

卜

bりa

l 己b

O.~) h 

表3

r/I，¥ 
ゐノJ

産卵成鑓

1.>( 

4. ~氏検餌料
ぷI\JiririJrI は土~!!(!IえがCPlI%の rlîl!防災 ~r}JIJtiri]料(CP11%、

:¥1日2守880kcal/kg)、，iA!検|ベが11本I'iri]i'社::W';Viの必~nアミノ階

台iiiーをjilliたしたCPl:i%及びCP13%ur料、トの '. f唱加を111い

た

5.飽養管麗
111:試H¥I立、ii1[f，Jけから，1点検IJfJ始まですべてIriJ ':j'，;・ll!lを1i
L \1201 1J'ぬヵ、らIi父、r:nの ìFfhij ケージ(二 IJxY~ した ip.I'ili]ケー

ジでは(11 1 I fiJ; 水、イ~/1Iit:t i!lfて、 firí]討し、 J.'，(-J:]/i'，;;Pf! はJ:ïll.\'/Hjの

う主点'i:Jとした その他1:'1γ¥'.:(¥;)11日立勺センターの'l"etlJ今に

従った

6.調蜜酒田および調議方法

rl'!UJ/l成品、 リ1'1恒例也、 粍;涜庁什削'/'れl'
1片;'(仲(;~岬1)/1 1成jえ立UiれU1ず'iI二ついて Jは立、 rlr)9/Jふ;ぺ WII及、 filij:HiW[li :1;を1J長jご

とに、 r'i'))i'1/Jx:A:.uて、は、 1J!hfl必u芝、ハウユ二、ソトをr'i{191JII'!Y/ 
終了 II!J 及びぷJI~(r!終 (II!J に、;欠 0) Jji};でJ会計した

JJII'{'[1~) ftは、 mJJJll1のノ1'.1去にlLJJIJしj会内をfJーなった

リ1.jIJ~;~~泊U~ を 1.にを 1" にし、 JJ[h\~2/JDU~ I~ 1-(山 1:

、li.犯)にかけ、 )JI/!(してi政J111J、?の10)を測定した (})/i! I 

/v!U1W;) 

Jj明卯11丹刑|ト1'1

リ邸卯iトH、J竹1(1“!dlf，1;4i. ;活l山1引l'ら1引3己μLリ1)川卯J刊背刑|ト1'1川l川(10の)1ぺ|い!サ央と/川1ボ;を刷卯J川(11'，刊11引1/れ|じ〉ι日出出;日;('"γ;，; 1上:、|ド;.;号』児3ω) 
をlけ川!口!い、測定した

ノ、ゥユニット:出!'/lJIJ(1のIII)さとIJII'11:によりょ!とめた

Ír'h/i'ltの，1A~'i はf!ri]:r! iil (rlliをCPli%は12.0111/kg、CPl五%

は1l.(i2/IJ/kg、CPI3%はil.2iI1j/kgとし、則的り)I]H/lillli

は、l勺&:1:-l 、 11 、 Lï 1i'-の全 I;~，U J;c 111 JLj 0)、1'.)与をJlIい、 kgあ
たり S:Li:i.:WJ、:¥IS:Hil.lll/、:¥1目 lliI.:Wl、し l:iD.(j 

川、 LL:lJ8.9J1j、j制作外 (iIll 'j としてぷ'~;(し丈こ

;:1t，il'i.!l:l'j!については、 . )l: ri~IÎ'，CO) 分以分析を ÎJ: なった

f
L
 

口口
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l
J
 

r、
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表2

1 .産卵成績
がi取をぷ2にポした このうち，lKI¥JiIJH始以降のlJI、I，nのjf主将
についてそのあij県を!っ(/1(こぶした 1印刷，デは対JJ{t刊に比べ，IJ¥

!ぬ 11<が.J，SJ%、ぷI¥ifi2/ベが10.1s'合それそごれ()心、にfJi:くなっ

果

対照区一一一試目先11三 試験三区

、1
J
J
u
b
「

i

f
i、、

iu 

65 

()u 一一一ムーー」一一一ーニー」一一 一…ー ムー ー~…」←..l'_.'_~_____L…ー」一一一一l
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束手l!i-:tら:i/iJJJfr11ili1のrFSt)縦約J)/I(:11 S十iI1十U/I)の'tJ>主性IIill:

3. J;~露

中古巣を {ld'こ fj~ した c

呼I.J殺強度において、いずれのi玄関に有意差は認められな

かったが、出迎齢で、試験21まが対照区に比べややおくなったっ

ハウユニットでは、いずれの氏関に有志:差は認められなかっ

たが、 79}目前において試験1、21玄が対l!m乏に比べややおく

なった c

4 経済性 (1B . 1羽さ当たり)
経済性を表5及び表6(ニポした。三J:1I-Jほから絞0FJ:!fさを悲

しヲ)t 、た JE7i~HH{誌をj淀おy)Hi二分類し品企 it;粛を求め、 これに成総

別l:il'lfllIiを采じて規路別グ己!こを求めた。その結果、必上でt立、

lii. íilli の I!{~;jt、規約Jjl-J;ifJj合がおくなったものの、生産はが少ない

ことから試験IRは対照誌に比べ少なくなった)

あ;J料ずれま (15;タンパク賢飼料{まど安純となり、ぅrcJ~:i柏から飼

料1'tを去しヲハミた111収益では、対J!flIRの0.53HI二対して、品
!~段免 1 [玄lはま0.17ηi円IJ，どとなつた〈

また、政経I-JIIIWJでは、 CP15%がWIを給与した試l淡11哀が

対l!W乏に比べ在日則的が安fllIiとなることから11l収殺は0.3SIILL

闘ったc

考
売却I'l中間以降において、飼料1'11の組タンパク賢合拾を15%、

13%ぷ療に設定した (L~ タンパク賢飼料を係。FJ~GIへ給与a し、市

場側il容の比絞(t~r:吉p，l:足I'Í'fJJ/J (江15十M十L)の生産;I[I}合をfiZ

めることがI'H来ないか検討したむ

試験結架から、産卵中!YJにおける飼料1:11の粗タンパク'f'f合

泣を17%水j¥主から15%、13%水j¥主に切り従えることにより、

規約0fJ(i¥I S 十五i十L)の生成割合が噌11f[することが縫認さ

れた。

また、経済伎については、試験照的jを過して試!胤乏が対!1ft

j乏を下回るおう栄となったが、このことは、特に、 j立i!)I-J後期に

おいて、産vJllネが{尽く、政呼I'lljtが少なかったことが姿i返!とf考

えられる。

しかしながら、産卵'IIJUJでは、試験 1I玄が対照区に比べ、段

。I'lネがIlJ]f'IU支で、!)[J震が小さく、規約呼11割合がiC2まったこと

などからおlllJ(益で、は上rfilる結果となった。

このことから、今期の試験において施設と舎の関係から実施

出来宇なかったが、段。11rl1如、後期を通じてCP15%水被の銅

料を給与することで、!YJIljJ'1 1 の 1)を卵~fは対!日!ほと同程度になる

ことが期待出ぅiくるものと思われる。
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